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MAKOTOとは
東北から強い事業を作る事業創造会社。

事業創造会社

グループ内、グループ外、問わ
ず革新的な事業を地域に創造す
べく、取り組んでいます。



MAKOTOグループ
「人が幸せに生きられる社会を作る」
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社会課題解決を事業創造でや
る。強い事業を作り、命を守
り輝かせる。

そのために私達は、互いに助
け合い、力を掛け算していく
「フラット型の同志連合」と
してグループを構築し、事業
立上げを行って来ました。

＜グループ概要＞
企業数 ４社
総人員数 ３９名
総売上 約３億円（今期５億予定）
コンセプト 「フェア」「シェア」「共進化」



グループ企業各社の概要
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株式会社MAKOTO

株式会社MAKOTOキャピタル 株式会社BIZVAL

株式会社MAKOTO WILL

・グループ全体運営
・グループ各社支援
・新事業創造
・バックオフィス

・VC事業
・アクセラレータ事業
・コンサル事業

・自治体課題解決事業

・M＆Aアドバイザリー

東北全域で自治体と
協働。２４自治体と
連携。

東証２部STIフードホー
ルディングス社による、
石巻のヤマトミ社（水
産加工）のM＆A支援実
績あり。

１８億のファンド運営。
KDDI、東北大学と連携
し起業支援・企業支援。



ベンチャー
キャピタル事業



ステージアップファンド（2018年～）
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KDDIとMAKOTO
スタートアップの発掘・育成による地方創生に向け

包括的パートナーシップを構築 （2019年7月23日〜）

日経新聞河北新報



アダンソンズ（仙台）
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東北大学発ベンチャー
東北大学の独自技術「参照系AI (AI-R) 」を活用した、AI
スタートアップ。アルゴリズム段階から革新性のある、AI
スタートアップは、世界でも稀。ABEJA等、AIベンダーも
「自分達ではできないことができる技術」と高評価。

epist主催大学発ベンチャーピッチコンテストで
全国優勝



ポケットマルシェ（花巻）
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ポケットマルシェは農家・漁師が
直接生産物を販売できる固定費無料の産直サイト。農家や
漁師の方が直販を簡単に始めることができ、消費者とコミ
ュニケーションをすることができる。創業者の高橋博之さ
んは、東日本大震災を契機に起業。業界トップクラスに成
⾧。



アクセラレータ事業



仙台市と連携し、世界級ベンチャーを育てる
「東北グロースアクセラレーター」を展開
•東北６県の有望ベンチャー企業を

選抜し、成功事例に育て上げる

育成プログラム。

•仙台市の受託事業だが、東北全域が

カバー領域。東北６県のベンチャーを

網羅的に発掘。ICTや大学シーズを活用

したスケール型ベンチャーを育成。
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東北大学スタートアップガレージ
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東北大学スタートアップガレージを開始
「2030年までに、
東北大発ベンチャーを100社に！！」

スタートアップイベントは超満員

学内に拠点開設、大学発ベンチャーの
相談・支援を実施（教員、院生、学生）。

ビジネスコンテストを企画運営
首都圏VCからも高い評価
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• エコシステム構築は、最終フェーズ。
当社は、これまで８００名以上の起業家と関わり、育成プログラム
受講者数は３００人以上。

• 各コンテストで東北勢の入賞が増加
（JVAでTESS、ICCカタパルトで
GRA、IVSでポケマル、NEDO TCP
ピッチコンテストで最優秀賞＆優秀賞、
JST大学発ベンチャー表彰で1位2位）

• 仙台では、2月は起業家月間。1か月で33イベント開催。

14

東北では、東日本大震災以降の取組みが蓄積し、
スタートアップエコシステムも開花寸前



J-startup 「世界で戦い、勝てるスタートアップ企業を生み出す」

世界で勝てるスタートアップを認定。

「J-Startup」49社を追加認定

経産省推進 スタートアップ支援プログラム

うち 社 が東北のスタートアップ



東北大学発 ベンチャー企業数 増加中

86 社
2017年度 2019年度

2年で、35社増

経済産業省「大学発ベンチャー実態等調査」
https://www.meti.go.jp/press/2020/05/20200515003/20200515003.html

経済産業省の統計によれば、



東北大学技術→

工場が東北→

本社が山形県→

７社



全ては、１００年後の未来のために。


